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研究成果の概要（和文）：中学入学後英語学習を開始した日本人英語学習者12名から3年間縦断的に、(1)英語力（スピ
ーキングとライティング）データと(2)英語使用時の脳賦活データを収集した。英語力の向上につれて脳賦活様態がど
のように変化するのかを観察した。サンプル抽出データ分析の結果、英語語彙力・正確さ・流暢性・ライティング力は
中学3年生時に急激な向上が見られた。英語力が向上するにつれて右脳が徐々に活性化され、3年目には左脳とほぼ同じ
賦活量が観察された。今後も追跡調査を継続することで、英語産出もある程度自動化に至る（母語同様に左脳に収束す
る）のかどうかについての示唆が得られる可能性がある。

研究成果の概要（英文）：Twelve Grade 7 Japanese learners of English were tracked for three years with a 
special focus placed on their brain activation, using functional Near-Infrared Spectroscopy data (fNIRS 
henceforth) as their oral and written proficiency improved in English. Collected data were analyzed in 
terms of vocabulary level, accuracy, fluency, and overall writing skills and a sharp improvement in 
English was observed after two years of English learning when they were in Grade 9. The fNIRS data, on 
the other hand, revealed that the right hemisphere gradually become more activated as English skills 
improved until there was virtually no hemispheric differences in brain activation in the third year. In 
the future, a follow-up longitudinal study targeting the same participants may disclose whether using the 
L2 eventually activates the same brain area as the L1.

研究分野：応用言語学

キーワード： 日本人英語学習者　縦断的発達段階　脳内外国語メカニズム　fNIRS(機能的近赤外分光法)　外国語学習
　縦断研究　英語学習開始当初3年間
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１．研究開始当初の背景
 アルファベット言語を母語とする話者が、
第2言語や外国語として他のアルファベット
言語を習得・学習する過程を記述した研究は
既に多くなされている。
学習者のスピーキング・ライティングデータ
を大規模コーパス化して語彙や形態素の習得
状況を横断的に研究したものや
1被験者を縦断的に追った研究
1987)
母語話者がアルファベット言語である英語を
習得・学習する過程を記述するバイリンガル
研究や英語教育研究もなされてきている。一
方、90
り、脳
向上し、
アルファベット言語話者が、別のアルファベ
ット言語を習得する際にどのような脳賦活の
差異が生じるのかに関する
研究も、
になってきた。日本語のような表象言語の母
語話者がアルファベット言語を第
て習得した早期バイリンガルの日英語の脳内
賦活様態も、本研究代表者による一連の研究
(下記参考文献参照
る。しかしながら、外国語として学校教育で
英語学習を始めた日本人中学生１年生が、英
語力の向上とともに母語と外国語
のように脳内で処理しているのかを縦断的に、
ブレインイメージング手法を用いて調査した
研究は皆無である。小学校高学年に英語が教
科として
重要さが以前にも増して声高に叫ばれている
現在、英語力の発達段階だけを調査するので
は何ら新規性
態を容易に計測できる非侵襲性
あ る
spectroscopy:
コピー
英語脳内賦活様態の両面からメカニズムを探
る研究である。既に言語習得臨界
脳内母語ネットワークが確立した中学生に、
どのような第
されるのかを調査することで、表象言語母語
話者がアルファベット言語学習を通して脳内
に形成される第
一般化しようとするチャレンジ性も本研究は
有している。
 
２．研究の目的
日本人英語学習者が外国語としての英語学
習を進めることで、脳内に英語ネットワーク
がどのように形成されるのかを脳イメージ
ング技法である
明することが本研究の目的である。脳内賦活
メカニズムが学習期間でなく英語
性があるのかを検証の為、各被験者から英語
産出データ
ータ）
測する。具体的には、
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に英語力の向上につれて、再度左脳に収束す
るのか、或いは英語学習開始が言語臨界期以
降であるのでこのまま右脳の関与が続くの
か更に強まるのか、更には自動化により両脳
の関与共に低下するのかどうかは非常に興
味深い点である。日本人英語学習者の英語力
向上による脳内ネットワークの質的変化の
点で今後も追跡調査の継続が必要である。12
名の被験者対象の分析結果には大きな個人
差が見られたが、幾つかのパターン化が可能
かどうかを今後は探るとともに、更に被験者
を増やして量的解析による一般化も今後の
課題である。 
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